
わ ん せが
5．6月号

日ごとに暑さが増してきましたがお変わりございませんか。

気温もぐんと上がり体調を崩しやすい時期でもあります。

わがんせでは、水分補給などをこまめに行い体調管理に気をつけて

過ごしていきたいと思います。

さて、今年も６月２日（日）に第１８回荒尾市健康福祉まつりに参加しました。

大ホールの改装工事により、昨年とは内容・場所変更等はありましたが

フードコーナーでは、キッチンカーの出店という新しい催し物があり、みなさんも

楽しんでお買い物や飲食を楽しまれていました。

皆さんおなじみの熊本で活躍されている

フリーアナウンサーの田中洋平さんと一緒に

写真撮影しました！

はいチーズ♪

ジュース選びに真剣です。

eスポーツ体験コーナーでは

簡単な操作で出来るゲームを通して真剣勝負！

バザーで買った飲み物・食べ物はテントの中でいただきました

わがんせでは、手作り石けん、サシェ等雑貨を中心とした物・委託している物を販売しました。

その中でもサシェは好評でした。

歯科の無料健診コーナー

で大きな口を開けて

長洲町芝生広場でフィンランド

のスポーツ、モルックをしまし

た。ルールを教えてもらいなが

らピン当てをしました。 やったー！

初めて行う競技に興味深々

健康福祉まつり

モルック体験
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バラ園見学

第20回

NPO法人花梨の家通常総会
日常のわがんせ

5月26日（日）にこぽらーとにて

第20回NPO法人花梨の家通常総

会が開催されました。

ご多忙中の中ご出席頂きまして

ありがとうございました。

今年も荒尾市にあるバラ園に行って

来ました。 満開で一番良いときに

見に行けてよかったねと皆さん喜ん

でいました。

第32回高瀬浦川の花菖蒲まつ

りを見に行きました。

川沿い７００ｍに綺麗に咲いて

いました。

菖蒲見学

荒尾干潟湿地センターへ

給食の様子

梅雨入りと大雨

ＮＰＯ法人花梨の家 管理者 飯田崇史

6月は別名「水無月」と呼ばれ水ない月と書きますが、水が無いと

いう意味ではなく、「無」は「の」をさし、水の月という説が有力だ

そうです。熊本県の梅雨は平年より13日遅い6月17日から梅雨入りとな

りました。

この時期は日本各地で何十年に1度と言われる警報級の大雨が毎年の

ように降っています。そして、毎日のように「線状降水帯」や「何年

に1度の大雨」という言葉がニュースで流れています。そうした言葉が

繰り返し流れる事で聞き慣れてしまい、以前に比べ、非日常としての

危険信号を伴った言葉の意味が薄れてしまっているように感じます。

気象庁のデータでは気候変動に伴い、1980年ごろと比較して最近の

10年間は、大雨の発生頻度がおおむね2倍程度増加していると示されて

います。「大雨による災害が増えているな」と体感として持っていて

も、実際にデータで見るとやはり衝撃があります。

最近は線状降水帯の発生予測が出されるようになりましたが、まだ

まだ発生メカニズムは未解明な点も多く、発生する場所や時間を正確

に予測することは難しいそうです。たとえ「線状降水帯」や「何年に1

度の大雨」が常態化してしまったとしても、危険である事に変わりは

ありません。今後も大雨への災害リスクを抑える為に、常に最新の情

報を集め、大雨に備えていきたいと思います。

普段は言えない感謝の言葉もこ

の日はプレゼントと一緒に

ありがとう

そうじ

掃除機・机いすの拭き掃

除ゴミ集めたりと自分の

出来る事をしています。

音楽療法

野菜の収穫

ウォーキング

サシェ 手作り石鹸

石鹸作り

洗剤に好きなアロマを

選んで入れた後に、心

込めてがんばってモミ

モミしてる様子です。

音楽療法

ハンドベルが

お気に入り

昼休み中


